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熱
帯
農
業
は
脅
に
一
年
性
作
物
を
生
産
す
る
の
み
た
ら
宇
、
多
年
性
世
に
永
年
性
作
物
を
も
生
産
し
、
且
つ
逗
搬
性
祉
に
保
存
・

貯
競
性
と
も
聯
闘
し
で
牧
穫
後
加
工
を
必
要
と
す
る
己
と
の
多
曹
を
以
て
特
色
と
す
る
。
熱
帯
植
民
地
白
農
業
に
於
て
は
、
植
民
者

と
原
住
者
た
る
土
人
と
が
夫
々
農
業
経
替
の
携
営
者
と
し
て
並
存
す
る
揚
合
も
あ
れ
ば
、
ま
た
原
住
者
は
農
業
持
働
者
と
し
て
管
理

者
た
る
植
民
者
忙
謝
し
で
従
属
的
閥
係
に
立
つ
揚
合
も
あ
る
。
縫
っ
で
熱
帯
農
業
に
於
で
は
二
つ
の
甚
だ
し
ぐ
異
在
る
針
昧
的
経
替

形
態
が
認
め
ら
れ
る
。
帥
ち
一
は
植
民
者
に
よ
っ
て
潜
ま
れ
る
栽
植
企
業
叉
は
栽
楢
経
笹

9
-
z
-
E
8
2
F
E
&
乙
れ
で
あ
り
、
他

は
原
住
者
た
る
士
入
に
よ
っ
て
替
ま
れ
る
士
人
農
業
又
は
土
人
経
替
己
れ
で
あ
る
。
而
し
て
栽
植
企
業
に
於
て
は
、
一
般
に
虞
大
な

る
地
積
に
犬
資
本
主
投
じ
、
雇
傭
持
力
を
用
ゐ
て
、
温
帯
諸
園
へ
輪
出
せ
色
れ
る
食
料
品
叉
は
工
業
原
料
品
を
生
産
す
る
に
針
し
、

土
人
農
業
に
於
て
は
家
族
舞
働
力

E
以
て
、
主
と
し
て
自
家
の
生
活
に
必
要
左
る
農
産
物
を
生
産
す
る
も
白
で
る
る
。
故
に
一
般
に

前
者
が
皆
利
を
目
的
と
す
る
企
業
的
経
皆
た
る
に
封
し
、
後
者
は
自
給
自
足
的
家
族
経
轡
た
る
性
格
を
有
す
る
。

栽
植
企
業
D
概
念
に
闘
し
、
ワ
イ
ベ
ル
は
寸
栽
植
企
業
と
は
一
般
に
敵
人
の
指
揮
下
に
大
量
。
持
働
及
び
費
本
を
使
用
し
て
市
揚

D
た
め
に
大
規
模
に
植
物
性
生
産
物
を
産
出
す
る
農
業
的
・
工
業
的
大
経
替
で
あ
科
」
と
定
義
し
、
ロ
ス
}
?
ク
は
「
栽
植
企
業
と

は
資
本
主
義
的
某
礎
の
上
で
世
界
市
揚
の
た
め
圏
一
盛
的
生
産
物
を
麿
出
す
る
農
説
的
・
正
端
末
的
大
粧
替
で
あ
る
山
と
定
義
し
て
ゐ
る
。
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奥
田
教
援
は
栽
植
企
業
D
概
念
に
闘
し
、
「
栽
植
企
業
と
は
植
民
地
に
行
は
る
h
大
農
経
替
で
あ
っ
て
、
町
大
規
模
左
植
物
生
産
物

の
加
工
設
備
を
有
し
、
側
企
業
者
は
、
自
己
よ
り
も
丈
化
の
程
度
の
低
い
異
民
族
主
持
働
者
と
し
て
使
用
し
、
間
生
産
弱
D
販
路
は

四

O
O

務
園
競

六

主
と
し
て
之
を
世
界
市
場
に
求
む
、
る
も
D
で
あ
弘
」
と
定
義
し
、
夏
に
根
岸
教
授
は
熱
帯
栽
植
企
業
の
概
念
に
つ
い
て
、
「
熱
帯
栽

植
企
業
と
は
資
本
主
義
的
原
理
に
基
昔
世
界
市
揚
目
的
を
以
て
安
本
主
義
闘
が
自
園
の
費
本
、
技
術
及
び
経
替
能
力
を
以
て
熱
帯
植

民
地
に
於
て
中
央
集
樺
的
管
理
下
正
原
住
者
或
は
轍
入
努
働
者
を
組
織
的
に
使
用
し
、
開
拓
、
栽
植
、
蒐
集
し
、
以
て
所
謂
植
民
地

物
産
叉
は
貿
易
的
作
物

l
l香
料
(
胡
樹
、
丁
昔
、
肉
桂
)
、

薬
料
(
規
那
)
、
晴
好
百
聞
(
瑚
排
、
カ
カ
オ
、
茶
、
砂
糖
、
頭
車
)
、

臨
、
寵
謀
、
榔
子
)
等
i
l
E大
農
組
織
忙
て
生
産
す
る
を
い

h
」
と
定
義
し
て
ゐ
る
。

原
料
(
棉
、

、
以
上
白
申
請
定
義
よ
り
し

τ明
白
な
る
が
如
〈
、
同
栽
植
企
業
は
熱
帯
植
民
地
に
於
て
行
は
れ
る
大
規
模
農
業
経
替
に
し
て
、
間
植

民
者
た
る
企
業
者
は
替
利
原
則
に
基
昔
、
問
自
国
叫
の
費
本
及
び
鰹
替
能
力
と
原
住
者
弊
力
又
は
移
入
勢
力
と
を
結
合
し
、
例
中
央
集

植
的
管
理
を
以
て
、
同
町
世
界
市
場
に
販
路
を
求
む
べ
き
作
物
た
る
香
料
、
薬
料
、
噌
好
品
、
そ
の
他
植
物
性
工
業
原
料
品
D
生
産
に

首
旬
、
例
且
つ
屡
々
大
規
模
た
る
加
工
設
備
を
も
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
之
に
反

L
土
人
農
業
は
、
向
家
族
努
働
に
依
存
す
る
小
規

模
経
替
に
し
て
、
問
自
家
白
生
計
の
た
め
の
生
業
で
あ
り
、
同
縫
っ
て
自
給
自
足
の
た
め
の
食
糧
生
産
主
主
眼
と
し
、
川
町
商
品
作
物

を
栽
培
す
る
こ
と
あ
る
も
、
寧
ら
之
は
第
二
夫
的
意
義
を
有
す
る
に
過
ぎ
左
い
も
の
で
あ
る
。

一ー

先
づ
越
で
は
栽
植
企
業
と
土
白
人
農
業
と
皆
勤
比
し
つ
弘
、
雨
者
の
性
格
を
一
居
明
白
な
ら
し
め
よ
う
と
思
ふ
。

栽
植
企
業
に
於
て
は
世
界
市
揚
に
販
路
を
求
む
ベ
宮
商
用
作
物
が
専
ら
栽
培
さ
れ
る
。
此
等
の
栽
培

作
物
の
う
ち
、
山
-
多
年
生
作
物
の
主
主
る
も
の
は
、
護
諜
、
期
珠
、
茶
、
油
郁
子
、
龍
舌
蘭
、
ヨ
コ
郷
子
、
カ
カ
オ
、
規
那
、
カ
ポ

( 

ー
) 

栽
培
作
物
の
種
類

奥田哉氏、瓜唾農業論{農業経済肝究、昭和十四年九月)一三一頁。
根埠姐抽民、栽植企業方式論(昭和十四年)五五頁。
3) 
4) 
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ツ
ク
等
で
あ
り
、

ω一
年
生
作
物
の
主
友
る
も
白
は
、
甘
薦
、
煙
草
、
損
溌
性
油
脂
作
物
等
で
あ
る
。

士
大
農
業
托
於
て
は
主
と
し
て
生
活
用
作
物
が
栽
培
せ
ら
れ
る
も
り
で
あ
っ
て
、
商
品
作
物
が
栽
培
さ
れ
る
も
、
之
は
ぜ
い

A
I

地
方
市
揚
用
商
品
で
あ
る
揚
合
が
多
〈
、
ま
た
土
人
農
家
よ
り
出
る
輪
出
農
産
物
は
自
家
用
に
消
費
し
た
残
量
に
過
ぎ
た
い
揚
合
が

多
い
。
士
人
農
業
の
栽
培
す
る
作
物
白
う
ち
、
刊
一
年
生
作
物
白
主
た
る
も
の
除
、
相
、
宝
萄
黍
、
キ
ヤ
ッ
+
バ
、
甘
藷
、
馬
鈴
薯

落
花
生
、
大
豆
、
そ
の
他
白
謙
茶
、
煩
草
、
甘
薦
、
f

胡
廊
、
審
板
、
蕗
廊
、
棉
花
等
で
あ
り
、
仰
多
年
性
作
物
白
主
た
る
も
の
は
、

ヨ
コ
榔
チ
、
カ
ポ
ッ
ク
、
瑚
誹
、
茶
、
カ
カ
オ
、
胡
械
、
肉
萱
議
、
丁
子
、
陶
桂
、
サ
ゴ
榔
子
、
議
設
等
せ
あ
る
。

あ
る
種
の
作
物
が
栽
植
企
業
に
於
て
栽
話
せ
ら
れ
る
己
と
に
よ
り
遁
し
て
ゐ
る
か
、
若
ぐ
は
土
入
農
業
に
於
て
栽
培
せ
ら
れ
る
己

と
に
よ
担
遁
し
て
ゐ
る
か
は
、
定
の
如
き
其
の
作
物
自
慢
白
性
質
に
よ
っ
て
も
決
定
せ
ら
れ
る
。

川
刊
栽
植
し
て
か
ら
牧
穫
に
至
る
ま
で
冶
期
間
白
長
短
或
る
種
の
作
物
に
し
て
栽
植
し
て
か
ら
牧
穫
に
至
る
ま
で
の
期
間
が
長
き

と
き
は
、
勢
び
投
資
比
謝
す
る
報
酬
が
延
期
さ
れ
る
と
と
、
た
る
か
ら
、
費
カ
白
乏
し
い
土
人
は
一
般
に
斯
か
る
作
物
を
栽
培
す
る

を
得
た
い
。
従
っ
て
斯
か
る
永
年
性
作
物
の
栽
培
は
栽
植
経
替
に
遇
す
る
と
と
h

訟
る
。

栽
植
企
業
に
於
て
は
、
多
数
の
原
住
者
た
る
土
人
の
持
働
力
若
く
は
移
入
券
働
力
を
雇
傭

ω栽
培
作
物
の
要
求
す
る
持
働
需
要

ず
る
を
常
と
す
る
。
従
っ
て
栽
植
企
業
に
於
て
は
可
第
働
需
要
が
月
々
平
均
し
て
ゐ
る
作
物
を
栽
培
す
る
に
遡
し
戸
ゐ
る
。
然
る
に

持
働
需
要
に
著
し
い
季
節
的
繁
閑
θ
差
あ
る
作
物
に
あ
り
で
は
、
臨
時
に
高
賃
銀
を
以
て
持
働
者
を
雇
傭
せ
ざ
る
を
得
宇
、
従
っ
て

斯
か
る
作
物
の
栽
培
は
栽
植
企
業
の
採
算
を
不
利
な
ら
し
め
る
と
と
L
た
る
。
然
る
に
土
人
農
業
に
於
て
は
栽
植
企
業
の
如
き
替
利

原
則
陀
よ
ら
宇
、
加
ふ
る
に
土
人
農
業
に
於
て
は
、
栽
植
企
業
主
如
〈
一
種
の
作
物
D
み
を
栽
培
す
る
草
作
(
居
。
皇
宮
】
E
る
に
よ
ら
守

種
々
の
作
物
を
栽
培
す
る
複
作
(
『
島
E
E
C
に
よ
る
を
以
て
、
勢
働
需
要
を
月
々
平
均
化
せ
し
め
る
や
う
栽
培
作
物
を
組
合
す
可
能

熱
帯
農
業
纏
普
白
=
ワ
白
型

信
玉
十
四
巻

回
O 

第
回
鞭

七



、伊

熱
帯
農
業
経
轡
田
ニ
ワ
白
型

第
五
十
四
巻

四
O 

第
四
続

F、

性
が
あ
る
。

例
栽
培
作
物
の
要
求
す
る
加
工
皮

熱
帯
農
業
に
於
て
生
産
せ
ら
れ
る
農
産
物
は
一
般
に
温
帯
諸
国
内
輸
出
せ
ら
れ
る
を
以
て
、

そ
り
商
品
債
値
を
高
め
る
た
め
に
は
、
加
工
に
よ
っ
て
保
存
性
を
増
犬
す
る
と
共

K
、
ま
た
加
工
に
よ
っ
て
運
搬
費
を
節
約
す
る
必

要
が
あ
る
q

印
ち
熱
帯
農
産
物
た
る
甘
薦
、
瑚
誹
、
生
護
謀
、
麻
等
は
何
れ
も
或
る
程
度
の
加
工
皮
を
以
て
轍
出
さ
れ
る
。
従
っ
て

加
工
行
程

K
E
額
白
設
備
資
本
主
要
す
る
揚
合
に
於
て
は
、
土
人
農
業
は
斯
か
る
作
物
を
栽
培
す
る
を
得
た
い
。
相
叫
令
か
ia

る
作
物

を
栽
培
す
る
に
し
て
も
・
土
入
農
業
は
加
工
工
場
設
備
を
有
す
る
栽
植
企
業
に
、
加
工
原
料
と
し
て
之
を
提
供
せ
ざ
る
を
得
友
い
己

と
ふ
た
る
。

乙
の
際
注
意
す
べ
き
騎
は
、
斯
か
る
栽
植
企
業
向
曹
作
物
と
土
九
農
業
向
音
作
物
と
白
匝
別
は
、
決
し
て
永
久
不
務
的
・
宿
命
的

な
る
一
肱
別
で
は
た
い
己
と
之
で
あ
る
。
帥
ち
土
人
白
資
力
が
増
し
、
そ
の
技
術
が
向
上
す
る
に
伴
っ
て
、
両
者
四
限
界
は
漸
吹
薄
ら

ぐ
べ
き
筈
で
あ
る
。

ーー
) 

作
物
の
栽
培
方
式

栽
植
企
業
は
輪
出
向
き
農
産
物
を
栽
培
す
る
を
以
で
、
そ
白
栽
培
方
式
は
一
般
に
一
種
の
作
物
の
み

を
栽
培
す
る
草
作
担
瞥
民
冨
。

E
E吉
岡
)
の
形
態
を
採
る
揚
合
が
多
い
。
蓋
し
斯
か
る
草
作
経
笹
は
商
品
生
産
に
能
率
よ
宮
農
業
の
専
門

化
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
土
人
農
業
は
轡
利
白
た
め
の
-
も
の
で
は
左
〈
、
生
活
の
た
め
白
生
業
で
あ
る
か
ら
、
自
家
む

生
活
に
必
要
な
る
各
種
の
作
物
骨
栽
培
す
る
と
と

F
左
担
、
そ
白
栽
培
方
式
は
一
般
に
複
作
粧
借

(
F
F岳
旦
と
た
る
。
か
L
る
作

物
白
栽
培
方
式
土
り
見
た
る
栽
植
企
業
と
土
人
農
業
と
の
匡
別
は
決
し
て
巌
格
た
る
も
の
で
は
た
い
。
最
近
で
は
企
業
利
潤
θ
均
衡

化
を
図
る
た
め
、
ま
た
危
険
分
散
を
園
る
も
江
め
も
栽
植
企
業
に
於
て
も
複
作
経
埜
へ
と
締
向
し
つ
L
あ
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
ジ
ヤ

ヴ
7
で
は
左
の
如
き
理
由
で
、
栽
植
企
業
忙
し
て
複
作
経
替
の
形
態
を
採
っ
て
ゐ
る
も
の
も
少
た
く
は
た
い
。

根岸勉浩氏、土掲費、六王頁以下参照。
1. c. Greavesl Modern producrion -among b国 kwardpeoplesl 時351'p. 74 
5) 



邸
ち
ジ
ヤ
ヴ
ア
で
は
、
土
地
が
豊
沃
な
る
上
に
、
そ
白
地
勢
が
複
雑
で
あ
り
内
モ
の
気
候
は
祖
和
な
る
上
に
、
そ
D
気
温
及
び
雨

量
の
分
布
は
、
立
瞳
的
に
も
ま
た
平
面
的

ιも
、
不
均
一
で
あ
る
か
ら
、
種
々
友
る
熱
帯
作
物
を
栽
培

L
得
可
制
。
加
ふ
る
陀
ジ
ヤ
ヴ

?
で
は
人
口
調
鳴
に
し
て
、
土
人
持
働
力
の
雇
傭
が
容
易
で
あ
る
か
ら
、
ジ
ヤ
ヴ
ア
白
栽
植
企
業
は
設
作
経
皆
目
方
式
を
採
り
易
い
。

ジ
ヤ
ヴ
ア
の
栽
植
企
業
に
於
て
は
、
草
作
経
皆
白
も
の
が
漸
く
半
数
以
上
に
し
て
、
護
護
と
瑚
誹
と
の
組
合
せ
、
護
設
と
茶
と
の
組

A
u
せ
、
規
那
と
茶
と
白
組
合
せ
等
に
よ
る
複
式
経
替
が
可
た
り
普
及
し
て
ゐ
る
。

E
れ
に
反
し
、
斯
か
る
自
然
的
好
僚
件
に
恵
ま
れ

や
、
且
つ
弊
働
力
に
乏
し
い
ス

T

}
ラ
、
ヘ
ボ
ル
ネ
オ
、
セ
レ
ベ
ス
等
に
於
て
は
、
栽
植
企
業
は
b
ド
専
門
化

L
、
そ
の
八
五
形
以
上

は
単
作
経
替
で
あ
る
。
卸
ち
一
、
一
一
一
一
一
白
栽
植
企
業
の
ラ
ち
、
一
四
五
二
は
護
謀
、
四
一
三

O
は
コ
プ
ラ
、
問
。
は
師
団
草
、
二
一
八
は
瑚

誹
、
二
五
は
茶
、
一
丸
は
油
榔
子
、
二
一
は
或
る
他
D

一
一
種
の
作
物
の
み
を
夫
々
専
門
的
に
栽
増
し
て
ゐ
る
車
作
経
替
で
あ
ろ
尚

ほ
此
等
D
東
印
度
諸
島
民
於
け
る
栽
摘
企
業
は
、

一
般
に
一
丸
二

O
年
以
後
の
輸
出
農
産
物
の
暴
落
に
封
抗
す
る
た
め
、
経
営
の
合

理
化
、
庚
範
聞
の
再
編
成
、
持
賃
白
大
幅
切
下
‘
粧
替
の
集
約
化
等
を
行
ひ
、
之
に
よ
っ
て
作
物
栽
培
を
し
て
再
び
牧
盆
を
あ
げ
し

め
る
己
と
ミ
左
っ
た
が
、
同
時
に
従
来
車
一
作
物
の
栽
培
を
行
っ
て
ゐ
た
企
業
は
、
複
作
に
陣
換
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
危
険
を
分

散
ぜ

L
め
た
。

栽
植
企
業
に
於
て
は
市
揚
生
産
を
唯
一
白
目
標
と
す
る
に
勤
し
、
土
人
農
業
は
生
活
用
作
物
を
主
と
し
て
栽
培
L
、
徐
裕
あ
る
時

に
商
品
作
物
を
栽
培
す
る
。
従
っ
て
規
那
、
胡
搬
、
油
榔
子
、
サ
イ
ザ
ル
、
護
謀
、
瑚
珠
、
カ
カ
オ
、
甘
薦
及
び
茶
等
が
主
と
し
て

栽
植
企
業
に
よ
っ
て
栽
培
さ
れ
、
米
・
玉
司
泰
・
落
花
生
、
胡
師
、
ロ
コ
榔
子
・
横
榔
、
士
一
宍
甘
藷
、
キ
ヤ
ッ
サ
パ
等
が
主
と
し
て
土
人

農
業
に
よ
っ
て
栽
培
さ
れ
る
。
而
し
℃
土
人
農
業
に
於
て
は
複
作
経
替
に
よ
っ
て
此
等
の
作
物
が
栽
培
さ
札
る
が
、
之
に
は
一
定
。

輪
作
方
式
が
採
用
さ
れ
る
。
例
へ
ば
東
部
ジ
ヤ
ヴ
ア
の
人
工
謹
瓶
の
利
く
水
田
で
は
、
水
稲
、
甘
薦
、
王
萄
黍
、
水
稲
、
雑
作
の
順

熱
帯
農
業
経
皆
白
ニ
つ
の
型

第
五
十
回
春

第
固
扱

= 
九

四

o=一

奥田苗氏、前掲論文、一回二頁。
奥岡哉氏、闘領東印度目農業(華海時報、昭和十五年六周〉ー=七買α
w. K. G. G四位"'み Grundlagen und Entwicklung温richtungder landwir~­
田 haftlichenE四回gungin Nied'erl1lndisch占ldieri(Berichte uber-Landwirtschaft， 

)
)
〉
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熱
帯
農
業
組
瞥
目
=
つ
の
型

第
五
十
回
巷

停
四
親

四
O 

回
。
回

序
で
輪
作
が
行
ほ
れ
、
東
部
。
ャ
ヴ
ア
の
畑
地
で
は
ま
萄
黍
と
豆
(
間
作
)
、
主
窃
黍
と
馬
品
開
薯
叉
は
豆
(
間
作
)
、
休
閑
の
順
序
で
輪

作
が
行
は
恥
る
等
、
地
方
一
忙
よ
っ
て
共
の
方
式
は
多
少
異
っ
て
ゐ
る
。

栽
植
企
業
と
土
人
農
業
と
り
経
替
商
積
を
比
較
す
る
に
、
栽
植
企
業
は
多
数
の
土
人
勢
働
力
文
は

( -E -V 
経
瞥
規
模
と
集
約
度

移
入
持
働
力
主
雇
傭
し
て
、
大
規
模
に
輸
出
向
音
農
産
物
を
生
産
す
る
に
反
し
、
土
人
農
業
に
於
て
は
自
家
勢
働
力
に
よ
っ
て
主
、
と

し
て
自
家
生
活
用
の
農
産
物
量
生
産
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
白
樫
替
面
積
は
栽
椀
企
業
の
方
が
唱
曜
に
犬
た
る
は
営
然
で
あ
る
。

併
し
悶
巴
栽
柏
企
業
に
し
て
も
、
人
口
花
北
し
て
土
地
の
聖
官
在
る
訓
域
と
然
ら
ぎ
る
抽
域
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
鰹
替
面
積
に
差
異

を
生
中
る
位
営
然
で
あ
り
、
ま
た
経
替
の
集
約
度
も
同
様
D
事
情
に
よ
っ
℃
左
右
さ
れ
る
。

E
の
事
は
土
人
農
業
に
闘
し
で
も
安
営

す
る
。

、も

例
へ
ば
ジ
ヤ
ず
T

K
於
て
は
、
人
口
欄
密
に

L
て
、
土
地
が
早
〈
か
ら
開
拓
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
、
欧
人
栽
植
企
業
者
拡
土
人
上
り

平
地
に
於
け
る
耕
地
一
を
七
十
五
ヶ
年
の
勢
約
を
以
て
借
入
れ
、
官
唱
に
甘
薦
と
煙
草
と
を
栽
培
し
、
規
那
、
茶
、
瑚
誹
白
如
昔
永
年
作

物
は
ム
上
人
の
未
だ
利
用
せ
ざ
る
高
地
に
之
を
栽
均
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
然
る
忙
ス
マ
ト
ラ
、
ボ
ル
ネ
オ
、
セ
レ
ベ
ス
等
忙
於
て

は
、
人
口
稼
薄
に
し
て
土
地
が
豊
富
で
あ
急
か
ら

J
泊
榔
子
の
如
く
、
そ
む
搾
泊
設
備
に
E
額
の
資
本
を
要
し
、
従
っ
て
二
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
の
栽
持
面
積
を
有
す
る
陀
あ
ら
ざ
れ
ば
、
企
業
的
採
算
白
と
れ
た
い
植
物
栽
培
が
、
誌
に
そ
の
立
地
を
求
め
る
E
と
aa

た
る
。
斯
か
る
事
情
よ
り
し
て
、
ジ
ざ
す
ア
に
於
け
る
栽
植
企
業
圏
一
、
-
六
丸
の
平
均
面
積
は
八
八
一
}
一
ヘ
ク
グ
一
1
ル
た
る
に
、
ス

ーマ

T
ラ
、
ボ
ル
ネ
オ
、
セ
レ
ベ
ス
等
に
於
け
る
栽
植
企
業
圏
一
、
二
二
五
白
平
均
面
積
は
て
一
五
一
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
号
あ
り
、
前
者

に
比
し
て
後
者
は
約
二
割
五
分
だ
貯
よ
り
大
と
た
う
て
ゐ
る
。
同
様
D
事
情
に
よ
り
、
人
口
稀
少
に
し
て
土
地
の
豊
富
在
る
ポ
ル
ネ

才
、
ス
マ
ト
ラ
、
セ
レ
ベ
ス
等
位
於
て
は
、
栽
楠
企
業
者
は
土
地
を
組
放
的
に
利
用
し
て
、

一
勢
働
単
位
営
り
の
牧
袋
を
高
め
ん
ム
』

146 Sonderh~ft. ， 1939) S. 57 
奥田藤氏、前掲論文(農業経済研究、昭和十四年九月}一回豆頁。9) 
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a
e
 

川

町E
e
 

'
戸
伽

で
は
土
地
を
能
ム
限
り
勢
働
集
約
的
に
利
用
す
る
必
要
院
予
り
れ
、
従
っ
て
葱
で
は
一
軍
位
一
闘
積
嘗
P
D
牧
量
一
は
相
営
に
大
で
あ
る
明
白
川

が
、
併
し
一
弊
働
車
位
営
り
白
牧
益
は
極
め
て
低
い
。
之
に
反
し
ス

T
F
ヲ
、
ボ
ル
ネ
オ
、
セ
レ
ベ
見
等
で
は
人
目
に
比
し
て
士
地
別
J
j

叫

八
旬
開

が
豊
富
で
あ
る
か
ら
、
誌
で
は
土
人
農
業
D
経
替
面
積
は
ジ
ヤ
ヴ
ア
に
於
け
る
よ
り
も
庚
〈
、
焼
畑
式
に
よ
る
模
地
農
業
さ
へ
行
は
咋
臨
d

、，
2
3
U
φ

‘

れ
て
ゐ
る
。
葱
で
は
土
地
が
豊
?
で
あ
る
か
ら
、
土
人
農
業
は
土
地
を
粗
放
的
に
利
用
I
h
、
自
家
の
生
活
用
作
物
の
外
忙
、
商
品
用
軒
i

品
昭
d
一四

'
h
間
引

制
時
向

島』

E
n
u

業
司
由

良
国

S

(

B

・

業
町
内
ゆ

里

T
E
e
s
 

D
一剖

h

品
W

一h
と

'
s

垂
n
d

即
師
同

l

d
r
 

、4
陪

民
G
剖

議
日
m
m
g

岡
T
V
2
9

奥
v
b
出

n
p

努
め
る
が
、
ジ
ヤ
グ
ア
に
於
て
は
土
地
を
集
約
的
に
利
用
し
て
一
間
単
位
面
積
営
り
の
牧
盆
を
高
め
ん
と
努
め
る
の
は
営
然
で
あ
る
。

は
0
・
八
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑

0
・
五
七
へ
タ
タ
ー
ル
、
宅
地

0
・

一
戸
営
り
本
均
水
閉
経
替
商
積

}
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
謁
ぎ
左
い
小
規
模
で
あ
る
か
ら
、
ジ
ヤ
ザ
T

E

D
事
は
、
土
人
農
業
に
闘
し
で
も
受
賞
す
る
。
即
ち
人
口
の
調
特
た
る
タ
ヤ
ザ
ア
陀
於
て
は
、

作
物
を
も
栽
培
す
る
徐
裕
を
有
し
、
従
っ
て
一
弊
働
単
位
首
り
牧
盆
は
、
ジ
ヤ
ヴ

7
K
於
け
る
よ
り
も
高
い
。

市
四
)

鰹
替
の
固
標
f

栽
植
企
業
に
於
て
は
企
業
者
は
自
国
U
資
本
及
び
経
営
能
力
と
土
人
の
持
働
力
と
を
結
合
じ
て
、
借
利
原

則
に
基
い
て
、
大
規
模
に
輸
出
農
産
物
を
生
産
す
る
も
の
で
お
る
か
ら
、
そ
の
蛭
皆
の
目
標
は
投
下
費
本
に
謝
す
る
可
能
的
最
高
利

潤
の
獲
得
に
置
か
れ
て
ゐ
る
G

従
っ
て
栽
植
企
業
に
於
て
は
、
企
業
者
は
優
秀
怒
る
技
術
と
強
大
在
る
費
本
力
と
を
以
て
、
庚
大
た

る
未
墾
地
を
開
拓
し
、
加
工
設
備
に
多
額
四
資
本
を
闘
定
化

L
、
低
康
法
る
多
数
の
土
人
葬
働
力
を
雇
傭
し
て
、
世
界
市
揚
忙
泊
す

る
品
質
白
統
一
せ
る
高
級
品
を
生
産
し
て
、
以
て
替
利
を
闘
る
。
栽
植
企
業
は
斯
か
る
日
常
利
原
則
に
基
い
て
栽
植
経
皆
目
合
理
化
に

努
め
、
生
産
品
の
品
質
改
良
に
努
力
す
る
。
き
れ
ば
栽
植
企
業
に
於
て
、
は
、
新
式
の
農
業
技
術
を
臆
用
し
、
農
作
物
品
種
の
改
良
を

闘
り
、
ま
た
経
営
内
部
に
有
利
た
る
新
作
物
を
導
入
す
る
己
と
に
努
め
る
。
而
し
て
栽
植
企
業
に
あ
り
で
は
、
最
初
は
現
存
D
需
要

保
件
。
下
に
於
で
最
も
利
潤
多
雪
作
物
を
選
樺
し
て
之
を
栽
培
す
る
が
、
併
し
と
の
需
要
保
件
に
し
て
襲
化
す
る
と
昔
は
奄
地
質
、

他
の
よ
り
有
利
な
る
作
物
栽
培
へ
縛
換
せ
ん
と
主
夫
ず
る
も
の
で
あ
る
。

雨
量
そ
の
他
の
自
然
保
件
の
許
ず
限
り
、

さ
れ
ば

熱
帯
農
業
経
骨
白
ニ
つ
白
型

四

O
五

第
四
競

四

第
五
十
四
巻

「栽

M
H
4



熱
帯
農
業
鰻
皆
目
ニ
つ
白
型

第
五
十
四
巻

四

四

O
六

第
四
披

植
企
業
成
功
の
鍵
は
、
生
産
物
D
債
格
愛
動
を
防
止
す
る
に
在
る
の
で
は
泣
く
、
寧
ろ
債
格
水
準
の
費
化
に
生
産
費
構
成
主
油
合
せ

L
む
る
に
在
る
」
と
従
来
云
は
れ
て
ゐ
た
。

然
る
に
土
人
農
業
に
於
て
は
、
経
皆
者
は
智
力
も
資
本
力
も
無
く
、
自
家
持
働
力
を
小
面
積
の
L
L

地
に
投
巳
て
、
主
と
し
て
生
活

用
作
物
を
栽
培
し
、
之
を
以
て
生
計
を
立
て
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
替
む
農
業
は
生
活
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
謂
は

w
h

生
業
に
外
た
ら
な
い
。
而
し
て
土
人
農
業
に
於
て
も
商
品
化
作
物
の
栽
培
を
た
ず
ゃ
う
促
さ
れ
る
と
と
が
あ
る
も
、
モ
め
動
因
は

叫
骨
利
に
あ
る
の
で
は
な
〈
、
寧
ろ
生
活
の
向
上
に
あ
る
。
剖
ち
「
土
人
の
生
活
程
度
が
高
け
れ
ば
高
い
程
、
そ
D
解
決
は
.
よ
り
多
〈

支
梯
は
れ
る
持
働
目
白
う
ち
に
、
ま
た
家
族
に
と
ヲ
て
仕
事
の
友
い
期
間
の
除
去
の
う
も
に
求
め
ら
れ
る
。
と
の
事
は
、
多
量
の
持

働
を
吸
収
す
る
債
値
あ
る
換
金
作
物
白
栽
培
に
よ
っ
て
、
ま
た
在
来
の
輪
作
式
1

|
そ
と
で
は
一
一
つ
の
栽
培
季
節
間
の
農
閑
期
が
充

s
 

分
た
る
時
聞
を
徐
す
f
iー
に
他
D
作
物
を
挿
入
す
る
己
と
に
よ
っ
て
、
果
さ
れ
る
。
L

併
し
向
給
食
料
生
産
を
主
と
す
る
土
人
農
業

が
、
.
恐
慌
に
封
し
て
案
外
強
い
抵
抗
力
主
一
川
す
揚
合
が
あ
る
。
例
へ
ば
ス
マ
ト
一
フ
に
於
て
は
、
土
人
は
原
始
林
を
一
燐
掛
っ
て
稽
を
播

昔
、
共
白
間
作
と
し
て
護
諜
樹
を
植
え
、
殆

E
手
入
を
泣
き
ゃ
に
之
を
放
置
し
、
教
年
後
に
採
液
(
宮
司
自
問
)
を
な
し
得
る
に
至
れ
ば

採
液
を
分
極
す
る
買
物
持
賃
制
で
崎
労
働
者
を
雇
入
れ
る
か
ら
、
讃
諜
生
産
の
た
め
に
は
殆

E
現
金
支
出
を
要

L
左
い
と
と
誌
な
る
。

従
っ
て
護
諜
の
債
格
が
下
落
し
て
も
、
採
液
を
中
止
す
る
必
要
が
泣
い
。
栽
植
企
業
で
は
既
に
採
算
の
と
れ
た
い
や
う
左
議
議
恐
慌

の
際
に
も
、
斯
か
る
土
人
経
替
は
一
方
に
於
て
共
の
食
料
生
涯
を
以
て
自
活
し
得
る
か
ら
、
依
然
探
ぽ
を
績
け
る
と
と
が
出
来
弘
o

品
質
白
離
に
於
て
は
劣
る
と
は
云
へ
、
土
人
謹
誌
が
欧
人
栽
植
護
誌
に
劃
し
て
一
犬
脅
威
と
危
う
て
ゐ
る
所
以
は
寅
に
認
に
あ
る
。

(
五
)
静
働
力
の
確
保
栽
植
企
業
は
多
数
白
一
層
傭
持
働
者
を
必
要
と
す
る
。
而
し
て
共
の
雇
傭
す
る
勢
働
者
は
多
く
は
生
荷
程

度
の
低
い
原
住
持
働
者
で
あ
る
が
、
人
口
稀
薄
に
し
て
原
任
者
努
働
力
の
少
た
い
虚
で
は
、
他
地
方
又
は
他
国
よ
り
契
約
第
働
者
を

1. C. G担av田， op. cit.， p. 184 
Van "der KolfIj -Eu四 peanindu冊目叩田tiveagricultu.re (B. Schrieke， The 
effec! of western infinence) p. 119. 
奥田藤氏、前掲論文、一回A頁。
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移
入
せ
ざ
る
を
得
た
い
。
従
っ
て
栽
槌
企
業
に
と
り
で
は
、
必
要
た
る
教
に
上
る
持
働
者
主
調
達
し
、
然
か
も
彼
等
を
し
て
規
則
E

「
栽
組
経
替
を
棉

し
〈
第
働
に
従
事
せ
し
め
る
と
と
が
肝
要
で
あ
る
。
栽
植
粧
替
に
と
り
て
労
働
力
の
必
要
注
る
貼
応
つ
い
て
は
、

間
企
し
て
決
定
す
る
有
ゆ
る
要
素
の
う
ち
で
、
大
間
持
働
力
の
調
達
は
唱
曜
に
最
も
重
要
た
る
要
素
を
た
九
じ
と
さ
へ
謂
は
れ
て
ゐ
る
。

栽
植
企
業
に
於
て
幾
何
白
持
働
力
を
必
要
と
す
る
か
は
、
土
地
開
墾
の
難
易
い
経
営
面
積
の
大
小
、
栽
培
作
物
語
概
類
の
如
何
等
忙

上
つ
で
決
定
さ
れ
る
。
最
初
の
土
地
開
墾
に
要
す
る
野
働
量
は
、
地
質
、
地
勢
誼
に
繁
茂
樹
木
白
如
何
に
よ
っ
て
具
た
っ
て
居
り
、
一

概
に
之
を
断
定
す
る
を
得
一
泣
い
か
ら
、
之
を
除
外
す
る
。
栽
植
企
業
に
於
砂
る
作
物
栽
培
作
業
は
、
機
械
化
さ
れ
る
と
と
が
少
政
〈

主
と
し
て
入
力
に
よ
っ
て
司
注
さ
れ
る
か
ら
、
比
較
的
多
く
白
一
労
働
力
を
必
要
占
す
る
。
最
も
勢
働
集
約
的
危
る
煙
草
栽
培
わ
於
て
は

百
円
ク
タ
ー
ル
常
り
一
四
一
ニ
人
、
茶
栽
培
は
一
一
一
一
人
、
護
諜
栽
培
は
六
五
人
、
泊
脂
作
物
栽
培
は
五

O
人
白
品
労
働
者
を
必
要
と
す

る
。
而
じ
で
一
般
に
熱
帯
白
土
人
は
、
程
度
の
低
い
生
活
を
支
持
す
る
に
必
要
た
る
程
度
以
上
の
第
働
に
服
す
る
E
と
を
嫌
ふ
も
白

• 
で
あ
る
か
ら
、
彼
等
を
し
て
規
則
正
し
く
持
働
に
服
せ
し
め
る
た
め
に
は
、
彼
等
の
慾
堅
を
刺
戟
し
て
、
新
た
る
需
要
を
充
す
た
め

貨
幣
持
賃
を
自
費
的
民
獲
得
す
る
や
う
彼
等
に
促
す
か
、
若
く
は
彼
等
に
謝
し
て
金
納
課
税
を
設
け
て
、
一
定
額
白
勢
貨
を
取
得
す

る
己
と
を
不
可
避
的
た
ち
し
め
る
方
法
を
探
る
己
と
に
よ
っ
て
、
彼
等
を
し
て
規
則
正
し
く
勢
働
に
従
事
す
る
や
う
習
慣
づ
け
る
と

と
が
必
要
で
あ
る
。

ジ
ザ
ヴ
ア
の
如
〈
人
口
調
密
な
る
鹿
で
は
、
栽
極
企
業
は
附
近
の
村
落
か
ら
、
必
要
た
る
数
の
弊
働
者
を
容
易
に
雇
入
れ
る
己
と

が
出
来
る
。
然
か
も
ジ
ギ
パ
ヴ
ア
に
於
て
は
、
土
地
狭
く
人
口
過
剰
の
た
め
、
土
人
は
従
来
の
耕
地
白
み
で
は
柴
た
生
前
を
注
し
得
た

い
か
ら
、
栽
植
経
慢
で
賃
持
倒
に
従
事
す
る
己
と
に
よ
っ
て
生
活
費
の
不
足
を
稼
ぐ
機
舎
を
得
る
と
と
h

な
る
。
而
し
て
ジ
十
ヴ
T

に
於
け
る
栽
植
企
業
白
一
野
働
者

ιは
、
栽
植
農
揚
附
返
り
村
落
か
ら
農
閑
期
に
働
曹
に
来
る
通
勤
持
働
者
と
、
栽
植
農
場
内
陪
企
業

熱
帯
農
業
鰹
寄
白
二
つ
白
型

情
五
十
四
巻

四

O
七

第
四
腕

四

Van .der Kolfl~ op. cit.， p.l.20. 
H. Sternheτ:~' Die -Ar-beiterv町'blltnisseauf den ，unter europ!l.iscb~r' Leitung 
，t曲目den pí田市~enbetrieben in der Provinz "Os出品te von Sl1mat>ra“ 
(Berichte sber L叩 dwirtschaft，Bd. X. Heft ~. 1929) S. 45-. 
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熱
帯
農
業
耀
替
の
三
つ
白
型

第
五
十
四
巻

四

O
八

第
四
銃

四

回

者
か
ら
提
供
さ
れ
る
弊
働
者
住
宅
に
住
む
住
込
弊
働
者
と
白
一
一
種
が
あ
る
。

然
る
に
人
口
白
稀
薄
な
る
ス
マ
ト
ラ
、
ボ
ル
ネ
オ
、
セ
レ
ベ
ス
等
に
於
て
は
、
栽
植
企
業
者
は
ク
ヤ
ヴ
ア
、
支
那
、
印
度
等
よ
り

契
約
第
働
者
(
苦
力
〉
を
移
入
せ
ざ
る
ァ
を
得
た
い
。
従
ワ
て
悲
で
は
持
賃
の
外
に
、
苦
力
の
募
集
費
、
苦
力
小
屋
の
建
設
費
、
嘗
療
費

等
主
要
す
る
己
と
ミ
た
り
、
ジ
ヤ
ヴ
ア
に
較
べ
て
共
白
弊
働
費
は
高
く
つ
〈
。
こ
の
苦
力
に
劃
し
て
は
、

見
地
上
り
彼
等
を
保
護
す
る
た
め
、
他
方
に
於
て
彼
等
を
し
て
規
則
正
し
〈
持
働
に
服
せ
し
め
る
た
め
、

一
方
に
於
て
祉
合
政
策
的

一
九
「
一
年
忙
苦
力
令
が

• 
後
布
さ
れ
、
そ
白
後
屡
宅
改
正
さ
れ

τ
ゐ
Z
。
剖
ち
一
方
陀
於
て
、
弊
働
契
約
期
間
・
努
働
時
間
・
弊
賃
・
住
宅
・
無
料
診
療
設
備
・
契
約

期
間
満
了
後
の
郷
里
へ
の
港
港
等
に
つ
い
て
規
定
す
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
、
背
力
が
契
約
に
違
反
し
て
逃
亡
せ
る
と
膏
は
之
を
鹿

前
ず
る
や
う
規
定
し
て
ゐ
る
。

ジ
ヤ
ヴ
ア
の
栽
植
企
業
匹
於
げ
る
持
働
者
院
針
す
る
弊
貨
の
支
梯
方
法
と

L
て
は
、
日
給
制
と
出
来
高
梯
制
と
の
こ
種
が
行
は
れ

て
ゐ
る
。
前
者
は
佐
事
を
入
念
に
す
ベ
昔
揚
合
、
若
〈
は
仕
事
白
出
来
高
を
測
定
す
る
と
と
の
困
難
去
る
揚
合
に
採
用
さ
れ
、
後
者

は
出
来
柴
が
粗
雑
で
も
よ
い
が
仕
事
を
成
る
べ
〈
早
〈
完
了
す
べ
き
揚
合
、
若
く
は
仕
事
の
出
来
高
が
比
較
的
簡
草

ι測
定
出
来
る

揚
合
に
採
用
さ
れ
る
。
副
ち
茶
葉
の
摘
取
、
龍
舌
蘭
白
刈
取
、
議
議
白
一
抹
液
等
に
は
出
来
高
梯
持
賃
制
が
採
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
し

て
此
等
の
農
業
持
働
者
を
監
督
す
る
た
め
、
経
替
者
白
外
に
、
農
揚
管
理
者
、
農
務
係
長
、
農
匝
主
任
、
補
助
段
替
等
の
役
員
が
置

か
れ
て
ゐ
る
。

然
る
に
士
人
農
業
に
於
で
は
主
と
し
て
白
家
持
働
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
雇
傭
持
働
力
を
用
ひ
る
と
と
は
稀
で
あ
る
。
併

し
土
人
農
業
に
於
て
も
時
と
し
て
は
叫
労
働
者
を
雇
入
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
斯
か
る
揚
合
に
は
貨
幣
持
賃
を
支
掛
ふ
と
占
少
佐
〈
、

牧
穫
物
の
一
部
分
を
以
て
す
る
質
物
持
賃
白
形
式
を
採
る
こ
と
が
多
い
。
例
へ
ば
相
作
に
於
て
田
植
と
刈
取
と
を
手
侮
っ
て
そ
の
耽

16) ~. St_ernberg， a. a. O. S. 46 
I7l 奥田哉氏、前掲論文(蓮膏時報、昭和十五年六月)一一七頁。
. H. Sternberg， a.""I.¥.. .o.-K 61. 



穫
白
五
分
の
一
を
取
得
す
る
が
如
吉
、
或
は
ボ
ル
ネ
オ
、
ス
マ
ト
ラ
白
土
人
護
諜
固
に
於
て
す
、
採
液
江
葬
働
者
を
雇
入
れ
て
、
採
液

量
の
半
分
を
寅
物
持
賃
と
し
て
奥
へ
る
が
知
音
之
で
あ
る
。

栽
植
企
業
者
は
共
の
経
営
の
た
め
に
庚
大
な
る
土
地
を
必
要
と
す
る
が
、
多
く
の
揚
合
、
企
業
者
は
官
有

地
白
排
下
を
受
け
る
。
例
へ
ば
悌
領
印
度
支
部
で
は
、
栽
植
企
業
は
専
ら
2

Y
セ
シ
ョ
ン
と
し
て
設
定
さ
れ
た
地
置
に
於
て
行
は
れ

(
六
)

土
地
の
獲
得

る
o

而
し
て
此
の
ヨ
ン
セ
シ
ヨ

y
と
は
官
有
地
D
梯
下
げ
に
主
っ
て
所
有
権
の
附
興
せ
ら
れ
る
地
国
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、

九
二
ニ
年
の
綿
替
令
の
定
め
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
印
ち
三
百
へ
グ
グ
1
ル
以
下
白
土
地
は
小
農
奨
蹴
の
た
め
無
償
で
排
下
げ
ら
れ
る

が
、
三
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
一
千
へ
グ
タ
ー
ル
迄
の
土
地
は
地
方
長
官
、
一
千
へ
タ
グ

I
L
M
以
上
四
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
迄
む
土
地
は
綿

督
、
四
千
へ
タ
タ
ー
ル
以
上
の
土
地
は
大
統
領
令
の
規
定
す
る
競
買
に
附
せ
ら
れ
る
。
競
寅
後
、
'
賃
際
に
土
地
主
開
墾
し
、
且
つ
官

"
 

憲
D
費
地
検
詮
に
合
格
せ
る
も
白
の
み
が
、
土
地
の
確
定
的
所
有
権
主
取
得
す
る
旬
乙
の
ヨ

y
セ
シ
ョ
ン
は
土
入
札
虻
排
除
す
急
も
白

で
は
た
い
が
、
寅
際
に
は
之
に
よ
っ
て
土
地
の
交
付
を
受
け
る
も
O
は
、
主
と
し
て
悌
人
そ
の
他
の
欧
人
で
あ
る
。

。
ャ
ヴ
ァ
、
ス
マ
ト
ラ
、
ボ
ル
ネ
オ
‘
セ
レ
ベ
ス
に
於
て
は
・
一
入
七

O
年
白
土
地
法
挫
に
土
地
令
に
主
っ
て
、
所
有
樺
の
確
認
せ

ら
れ
左
い
土
地
は
締
て
之
を
園
有
地
に
編
入
す
る
E
と
に
定
め
ら
れ
た
。
而
し
て
之
に
よ
っ
て
園
有
地
と
な
っ
た
土
地
は
、
エ
ス
テ

ー
ト
と
し
て
、
七
十
五
ヶ
年
の
矧
聞
を
以
て
栽
植
企
業
者
に
貸
付
さ
れ
る
乙
と
L
た
っ
て
ゐ
る
。
と
の
借
受
地
の
最
大
荷
積
は
、
一

箇
所
に
つ
昔
ジ
ヤ
ず
7
で
は
五

O
Oバ
ゥ
、
ス
マ
ト
ラ
、
ボ
ル
ネ
オ
、
セ
レ
ベ
ス
等
で
は
五
、

0
0
0パ
ウ
と
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
a

併
し
J
V
ヤ
ヴ
7
の
平
地
で
は
、
土
地
は
土
人
に
よ
っ
て
憾
で
占
有
さ
れ
、
貸
付
さ
る
べ
き
園
有
地
が
左
い
か
ら
、
栽
椋
企
業
者
は

土
人
D
占
有
す
る
耕
地
を
借
受
け
て
煙
草
干
甘
薦
を
栽
培
す
る
。

E

D
揚
合
、
土
人
農
業
主
保
護
す
る
見
地
主
り
、
栽
植
企
業
に
よ

る
土
人
耕
地
の
賃
借
は
、
土
人
占
有
耕
地
白
三
分
一
以
内
に
限
る
E
と
a
A

た
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
栽
植
企
業
た
る
製
精
舎
祉
や
煙
車

熱
帯
農
業
経
瞥
白
こ
う
白
型

第
五
十
四
J

巻

第
四
説

四
五

国

O
丸

遁見重雄民、働領叩度支那田究、一一一貰。.8) 



、
熱
帯
農
業
極
昏
白
二
つ
白
型

第
五
十
四
巻

四

O 

第
四
貌

四
六

合
祉
D
賃
借
耕
地
は
、
多
数
D
村
落
に
分
散
し
て
居
り
、
そ
こ
で
は
三
年
輪
作
が
行
は
れ
る
か
ら
、
土
人
農
業
も
之
に
順
臆
す
る
ふ
上

地
利
用
方
式
を
採
ら
ざ
る
を
得
左
い
と
と
L
左
り
、
之
に
よ
っ
て
共
白
経
替
の
自
律
的
後
遺
が
損
は
れ
る
。

土
人
農
業
に
於
で
は
一
般
に
小
規
模
の
土
地
が
耕
作
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
は
自
作
農
又
は
之
に
類
す
る
方
式
に
よ
る
揚
合
と
、
ま

た
分
盆
小
作
そ
白
一
他
の
小
作
方
式
に
よ
る
揚
合
と
が
る
る
。
h
間
際
ジ
ヤ
ヴ
ア
の
如
く
人
口
調
密
で
耕
地
の
狭
少
た
る
魔
で
は
、
宅
地

利
用
が
進
ん
で
居
り
、
カ
ポ
ッ
ク
、
ヨ
コ
郁
子
、
腐
榔
、
果
樹
、
食
用
作
物
、
読
茶
等
の
栽
培
に
よ
く
利
用
さ
れ
て
ゐ
る
。

(
七
)
加
工
設
備
熱
帯
農
業
に
於
け
る
商
品
化
作
物
は
、
一
般
に
遠
隔
の
温
帯
消
費
市
揚
へ
搬
出
せ
ら
れ
る
が
、
と
の
揚
合
、

そ
の
保
存
性
を
増
大
す
る
た
め
、
ま
た
握
搬
牲
を
高
め
る
た
め
、
或
る
程
度
り
加
工
を
必
要
と
す
る
。
而
じ
て
と
由
加
工
に
つ
い
て

は
、
農
産
物
白
種
類
の
如
何
に
土
白
、
筒
車
た
る
加
工
を
以
て
足
る
も
の
と
、
ま
た
加
工
白
矯
め
に
大
規
模
の
工
揚
設
備
を
要
す
る

も
白
と
の
差
が
あ
る
。
例
へ
ば
コ
プ
ラ
、
胡
板
、
機
榔
、
カ
ポ
ッ
ク
、
ノ
キ
ヤ
ツ
世
バ
、
呑
水
茅
等
の
如
昔
前
者
に
属
L
、
油
榔
子
、

サ
イ
ザ
ル
等
の
如
昔
後
者
に
属
す
る
。
而
し
て
土
人
拡
大
い
友
る
加
工
設
備
を
た
す
資
力
を
有
し
た
い
か
ら
、
土
木
農
業
に
於
て
は

前
者
の
作
物
は
之
を
栽
培
レ
得
て
も
、
後
者
の
作
物
は
之
を
栽
培
す
る
を
得
宇
、
専
ら
栽
植
企
業
に
共
の
栽
培
を
委
ね
ざ
る
を
得
危

い
。
と
の
外
、
勝
酵
、
結
品
、
脱
色
、
乾
偽
生
時
に
綿
特
攻
る
操
作
技
術
と
相
営
白
資
本
設
備
と
を
要
す
る
加
工
は
、
土
人
農
業
に
於

て
之
を
堅
み
得
た
い
。
例
へ
ば
土
人
護
謀
に
は
品
質
白
均
一
性
が
無
〈
、
合
水
量
が
高
〈
、
園
際
商
品
と
し
て
遁

L
泣
い
か
ら
、
栽

植
企
業
の
精
製
工
揚
が
土
人
誌
設
を
購
入
し
て
、
乾
燥
し
、
貿
易
品
と
在
す
が
如
昔
、
或
は
土
人
は
甘
薦
よ
り
赤
糖

E
作
り
得
る
も

之
を
白
砂
糖
と
た
し
得
た
い
か
ら
、
製
糖
工
揚
に
於
で
之
を
作
る
必
要
あ
る
が
如
昔
、
或
は
燈
卒
、
茶
、
カ
カ
オ
等
の
如
曹
官
、
良

質
の
も
の
を
得
ん
と
す
れ
ば
、
精
巧
左
る
殿
酵
底
迎
を
必
要
と
ず
る
を
以
て
v

土
人
農
業
に
於
て
は
之
を
望
み
得
ざ
る
が
如
昔
、
そ

白
麹
例
で
る
る
。

奥田瑛氏、前掲論文(畳業鱈済研究、昭和十四年九月〉ー宝八頁。19) 
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人
農
業
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於
て
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士二
地
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上
て?

家
長
は
専
ら
共
の
家

族
員
を・

毒
し
て
作
物
栽
培
に

W.K.G. G棺 t:t'..er.a. a. O. S. 48. 
E; T. Thompson; Population 白pansion. and出e，plantation system， (The 
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一
般
に
大
規
模
の
加
工
設
備
を
有
す
る
揚
合
が
多
い
。

E
れ
斯
か
る
栽
植
企
業
が
「
農
作
工
勤
」

(
E向
E
E
E
E
)と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。
従
つ
で
加
工
設
備
を
有
せ
ぎ
る
土
人
農
業
者
は
、
統
植
企
業
に
封
し
原
料
生
産
者
た

か
〈
て
一
栽
植
企
業
に
於
て
は
、

る
闘
係
に
立
ち
、
前
者
に
勤
し
従
扇
的
地
位
院
置
か
れ
る
揚
合
も
起
る
ロ

企
業
管
理
組
織

栽
柿
企
業
は
虞
犬
在
る
経
替
商
積
を
有
す
る
黙
に
於
て
上
人
農
業
と
異
た
る
り
み
た
ら
や
、
ま
た
経
替

組
織
の
鮪
に
於
て
も
異
っ
て
ゐ
る
。
邸
ち
栽
楠
企
業
は
中
央
管
理
下
に
於
抄
る
一
律
的
耕
作
方
式
を
意
味
す
る
も
白
に
し
て
、
一

般
に
企
業
者
た
る
雇
主
が
自
己
の
土
地
に
於
て
雇
嚇
捧
働
者
を
使
用
し
、
企
業
者
が
共
の
手
中
に
中
央
集
槽
的
管
理
権
能
(
庄
司
a
n
m

告
岳
。
岳
る
を
握
る
賄
に
、
そ
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
併
し
左
が
ら
清

E
れ
は
必
宇
し
-
も
自
轡
農
揚
た
る
乙
と
を
意
味
す
る
も
の
で

は
た
い
。
偲
令
、
農
園
は
形
式
上
小
経
替
に
細
分
さ
れ
て
ゐ
て
も
、
賓
際
上
中
央
集
構
的
管
理
下
に
一
元
的
に
統
制
さ
れ
て
ゐ
る
揚

合
下
旬
ち
栽
培
品
種
、
作
付
時
期
及
び
技
術
的
作
業
等
が
巾
央
集
槽
的
管
理
楠
能
に
よ
っ

τ統
一
さ
れ
て
ゐ
る
揚
合
K
は
、
此
等
の

小
粧
替
は
共
の
獅
立
性
を
央
ふ
を
以
て
、
栽
植
企
業
方
式
に
包
括
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
例
代
ぽ
フ
イ
ジ

l

k
於
砂
る
甘
薦
栽
場
耕
作

者
は
、
工
場
の
農
業
脳
聞
に
よ
っ
て
完
全
に
支
配
さ
れ
る
を
以
て
、
栽
植
企
業
方
式
に
加
へ
ら
れ
る
こ
と
L
た
る
ロ
然
る
に
比
律
賓

の
榔
子
賞
栽
培
に
於
け
る
が
如
〈
、
大
地
主
が
分
盆
小
作
制
に
基
い
て
共
白
土
地
を
小
耕
作
者
間
に
分
興
し
、
生
産
物
の
分
前
そ
蒐

集
す
る
に
過
ぎ
た
い
場
合
忙
は
、
管
理
は
全
く
耕
作
者
の
手
に
あ
る
を
以
て
、
か

a
る
耕
作
右
式
は
栽
楠
式
よ
り
も
寧
ろ
農
民
式
に

類
す
る
と

K
L
左
る
凶

(
八
)

か
ミ
る
栽
植
企
業
に
反
し
、

営
る
も
の
で
あ
る
。

以
'
R
に
亙
り
、
熱
帯
地
方
に
於
け
る
農
業
経
替
の
二
つ
白
型
た
る
裁
植
企
業
と
土
人
農
業
と
を
比
較
・
論
評
し
、
各
L
R
D
性
格
と

熱
帯
農
業
師
替
白
二
つ
の
型

第
五
十
四
巻

回

↑
第
四
揖

四

七

20) 
21) 

'2) 



熱
帯
農
業
経
替
の
三
つ
白
型

雨
者
の
差
異
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
要
す
る
に
土
人
農
業
は
家
族
舞
働
力
に
よ
る
小
農
経
替
で
あ
り
、
主
と
し
て
生
活
用
作
物
を
栽

培
す
る
に
封
し
、
栽
植
企
業
は
腫
傭
弊
働
力
に
依
存
す
る
大
規
模
経
営
に
し
て
、
専
ら
商
品
作
物
を
栽
培
す
る
も
の
で
あ
る
。

熱
帯
地
方
に
於
て
栽
植
企
業
が
議
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ω土
人
に
労
働
D
…
機
曾
パ
努
貨
獲
得
の
機
舎
を
血
(
へ
、
士
人
の
生
活

を
幾
分
た
が
ら
存
易
た
ら
し
め
た
る
こ
と
、
開
栽
植
企
業
は
農
業
科
皐
智
識
の
慮
用
に
よ
り
、
新
作
物
の
移
植
に
成
功
せ
る
が
、
そ

の
結
果
、
土
人
農
業
に
も
此
等
の
新
作
物
を
導
入
す
る
や
う
促
し
た
る
と
と
、
問
栽
植
企
業
が
品
種
D
改
良
、
栽
培
方
法
白
改
善
、
肥

料
使
用
の
改
善
等
を
圃
る
と
と
に
よ
っ
て
、
土
人
に
針
し
農
業
経
替
D
範
を
一
不
し
、
之
に
よ
っ
て
土
人
農
業
の
改
良
を
促
し
た
る
と

と
争
は
、
栽
植
企
業
白
土
人
農
業
に
奥
へ
た
好
影
響
で
あ
る
ロ

然
る
に
他
方
陀
於
で
、

mw栽
植
企
業
は
ヱ
ス
テ
ー
ト
と
し
て
庚
犬
な
る
官
有
地
の
梯
下
げ
を
受
〈
石
か
、
若
く
は
之
を
永
租
借
す

る
を
以
て
、
後
目
、
土
人
農
業
者
の
人
口
増
加
を
来
し
、
耕
作
ず
べ
き
土
地
を
求
め
ん
と
す
る
も
、
新
に
開
墾
す
ぺ
昔
能
地
た
〈
、

第
五
十
四
巻

第
四
説

四
F、

四

之
に
よ
っ
て
土
人
の
生
活
を
歴
遁
せ
る
こ
と
、

mw特
に
ジ
ヤ
ヴ
ア
の
平
地
に
於
一
」
は
、
既
蓮
の
如
く
栽
植
企
業
た
る
製
纏
舎
枇
干
煙

草
曾
批
は
土
人
農
業
者
よ
り
耕
地
を
賃
借
し
、
三
年
輪
作
を
行
ふ
を
以
て
、
土
人
農
業
も
之
に
順
隠
す
る
土
地
利
用
方
式
を
採
ら
ぎ

m
 

J

る
を
得
歩
、
之
に
よ
っ
て
共
D
粧
品
画
。
濁
自
的
後
遣
を
害
し
た
る
と
と
等
は
、
栽
植
企
業
白
土
入
農
業
に
輿
へ
た
悪
影
響
で
あ
る
。

今
や
我
圃
は
六
東
亜
共
柴
聞
に
於
て
、
食
糧
白
自
給
と
原
料
資
源
D
確
保
と
を
岡
る
J

べ
き
で
あ
る
。
と
の
た
め
に
は
共
築
圏
内
の

自
給
に
必
要
な
る
農
産
資
源
に
就
て
は
、
之
が
増
産
を
固
る
ベ
〈
、
過
剰
な
る
農
産
費
源
に
就
て
は
事
る
他
作
物
へ
の
時
換
を
闘
る

・
へ
ま
で
あ
る
。
従
っ
て
南
方
熱
帯
地
域
に
於
て
は
、
農
産
物
の
種
類
蛇
に
共
の
生
産
数
量
に
射
し
遁
首
左
る
統
制
を
加
へ
る
と
と
が

必
要
で
あ
る
。
而
じ
て
南
方
熱
帯
地
域
に
於
て
農
業
生
産
を
櫓
嘗
す
る
も

D
K
は
、
栽
植
企
業
と
土
人
農
業
と
の
二
粧
品
百
形
態
が
存

ず
る
を
以
て
、
上
埴
せ
る
雨
者
の
特
質
蛇
に
性
格
を
充
分
に
研
究
し
、
我
園
白
大
東
亜
農
業
政
策
白
目
機
に
合
致
す
る
や
う
、
開
粧
品
買

を
鹿
麗
し
、
そ
り
経
替
原
則
、
栽
埼
作
物
等
に
掛
し
、
油
相
営
た
る
指
導
統
制
を
加
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

【
昭
和
寸
七
年
三
月
七
日
)

d 
一一一一"

Van' der Kolff， op. cit.， p. 124 23) 




